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湿度 60％の環境で 48 時間～56 時間温めた． 
 
2. 培養容器の準備 















て，5～8 ㎜の空気穴を 10 個ほど開けた．4 回目の実験から，さらにこの上にプラスチック
製のフタをかぶせた． 











この実験は，１回の実験につき 10 個の卵を使用し行った．5 回実験を行い、合計 50 個の
卵を使用した．このうち，血管が見えたものが 29 個（保温開始から 3 日目で確認）であっ
た．心臓の拍動を確認した個体が 8 個（4 日目で確認）であった．このうち，3 個は 6 日目，
他の 3 個は 7 日目，また他の 1 個は 12 日目で，成長が停止した．そして酸素供給が必要に
なる 18 日目まで成長したものが 1 個であった．孵化したものはなかった． 
よって，保温開始から 18 日までの胚の成長の様子を観察することができた．（下図） 
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カビが発生した卵黄 白く濁った卵
 
